
船舶インシデント調査報告書 

令和元年１１月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 運航不能（燃料供給不能） 

発生日時 令和元年７月２８日 １０時００分ごろ 

発生場所 長崎県平戸
ひ ら ど

市的山
あ づ ち

大島北方沖 

 馬
うま

ノ頭
のかしら

鼻
はな

灯台から真方位０１８°１.２海里付近 

 （概位 北緯３３°２９.５′ 東経１２９°３０.３′） 

インシデントの概要  プレジャーボートSYOSHIN
シ ョ ー シ ン

-Ⅱは、漂泊中、船外機の始動ができなく

なって運航不能となった。 

インシデント調査の経過 令和元年７月３０日、主管調査官（長崎事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート SYOSHIN-Ⅱ、２.６トン 

 ２９０－６３５５４佐賀、有限会社諫山環境開発 

 ガソリン機関、４サイクル、出力９９.３０kＷ、回転数毎分 

５,５００、４気筒、使用燃料ガソリン 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型・特殊・特定 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 南、風力 ３、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ 

 インシデントの経過等 本船は、船長が１人で乗り組み、友人２人を乗せ、漂泊中、釣り場

を移動しようと船外機の始動を試みたところ、始動できなかったので

運航不能と判断して１１８番通報し、巡視艇にえい
．．

航されて平戸市平

戸港に到着した。 

 船外機は、本インシデント後、修理業者の点検により、燃料ホース

に空気が混入し、燃料油が船外機に供給されていなかったことが判明

した。 

 

 燃料油は、固定式燃料油タンクからプライマリポンプが付いた燃料

ホース、燃料油フィルタを経て船外機に供給されていた。 

 燃料ホースには、亀裂等がなかった。 

燃料ホースに溜まった空気は、プライマリポンプを確実にポンピン

グすることで船外機に送られて抜けるような構造になっていた。 

分析  本船は、漂泊中、船外機を始動する際、船長がプライマリポンプに

よる燃料油ホースの空気抜きを確実に行っておらず、燃料油ホース内

に存在した空気により船外機に燃料油が供給されなくなったことか

ら、船外機の始動ができなくなり、運航不能となったものと考えられ

る。 



原因 本インシデントは、本船が漂泊中、船外機を始動する際、船長がプ

ライマリポンプによる燃料油ホースの空気抜きを確実に行っておら

ず、燃料ホース内に存在した空気により船外機に燃料油が供給されな

くなったため、船外機の始動ができなくなったことにより発生したも

のと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・船外機を始動する際は、取扱説明書に従い、プライマリポンプの

ポンピングを行い、燃料油ホースに溜まった空気を排出して燃料

油を供給した後に始動をすること。 

 


